
































別個体数を調べた．調査は 2003 年秋季～2006 年春
季までの 1 ヶ月に１回おこなった． 
 
３．結果 









































































































Neritina violacea (Gmelin) 








































Stenothyra edgawensis (Yokoyama) 
142 
ノート 











































































































Moerella rutila (Dunker) ホトトギス 
Musculus senhousia (Benson) [ニッコウガイ科 TELLINIDAE] 





















本 種 の 異 常 増 殖 に よ り ， ア サ リ Ruditapes 
philippinarum (Adams & Reeve)，バカガイ(アオヤ
ギ)Mactra (Mactra) chinensis Philippi，ミルクイ(ミ
ルガイ)Tresus keenae (Kuroda & Habe)，シオフキ
Mactra (Mactra) veneriformis Reeve などの二枚貝が
呼吸を著しく阻害されて大規模な窒息死を招くこと
が数多く報告されている(倉田・飯村, 1954, 日本貝









































Macoma contabulata (Deshayes) シオフキ 
［ニッコウガイ科 TELLINIDAE］ Mactra veneriformis Reeve 






























































































































































































和名 本調査域 名古屋市 愛知県 全国 
ヒロクチカノコ Ｃ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅寸前(日本本土)
イシマキガイ Ｆ リスト外 リスト外 希少 
タマキビ Ｒ リスト外 リスト外 リスト外 
ウミゴマツボ Ｍ 準絶滅危惧種 準絶滅危惧種 危険 
カワグチツボ Ｃ 準絶滅危惧種 準絶滅危惧種 危険 
ワカウラツボ Ｒ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅寸前 
ツブカワザンショウ Ｃ リスト外 準絶滅危惧種 危険 
カワザンショウガイ Ｍ リスト外 リスト外 リスト外 
ヌカルミクチキレ Ｃ リスト外 情報不足 危険 
コウロエンカワヒバリ Ａ リスト外 リスト外 リスト外(帰化種) 
ホトトギス Ｒ リスト外 リスト外 リスト外 
マガキ Ａ リスト外 リスト外 リスト外 
シオフキ Ｒ リスト外 リスト外 リスト外 
ユウシオガイ Ｒ リスト外 準絶滅危惧種 危険 
ヒメシラトリガイ Ｒ リスト外 リスト外 リスト外 
サビシラトリ Ｆ 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧ⅠB類 リスト外 
イソシジミ Ｒ リスト外 リスト外 リスト外 
ウネナシトマヤガイ Ｒ リスト外 リスト外 危険 
ヤマトシジミ Ｍ リスト外 リスト外 リスト外 
アサリ Ｒ リスト外 リスト外 リスト外 
オキシジミ Ｆ リスト外 リスト外 リスト外 
オオノガイ Ｒ リスト外 準絶滅危惧種 危険 
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